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本
書
は
、
そ
の
冒
頭
で
も
記
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
中
国
現
代
文
学
を

代
表
す
る
女
性
作
家
謝
冰
心
（
一
九
〇
〇
～
一
九
九
九
年
）
の
「
ア
メ
リ

カ
留
学
時
代
を
中
心
と
す
る
ア
メ
リ
カ
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
の
研
究
」

で
あ
る
。

　

謝
冰
心
は
一
九
一
九
年
の
文
壇
デ
ビ
ュ
ー
か
ら
一
九
九
七
年
に
至
る
ま

で
文
章
を
書
き
続
け
た
非
常
に
息
の
長
い
作
家
で
、
小
説
、
詩
、
散
文
、

児
童
文
学
な
ど
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
で
優
れ
た
作
品
を
残
し
て
い
る
。
中
国

が
社
会
主
義
国
家
へ
と
向
か
う
過
程
に
お
い
て
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
影
響

が
指
摘
さ
れ
る
そ
の
博
愛
主
義
的
な
作
風
を
批
判
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た

が
、
文
革
の
苦
難
を
も
乗
り
越
え
て
作
品
を
書
き
続
け
、
晩
年
に
は
「
中

国
文
壇
の
祖
母
」
と
称
さ
れ
た
。
中
国
で
は
小
中
学
校
の
教
科
書
に
そ
の

作
品
が
採
用
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
誰
も
が
知
る
国
民
的
作
家
で
あ
る
。

福
建
省
福
州
市
に
冰
心
文
学
館
が
あ
り
、
定
期
的
に
館
主
催
の
国
際
学
会

が
開
催
さ
れ
、
論
文
集
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
に
お
い
て
も
謝
冰
心
作
品
は
戦
前
か
ら
翻
訳
・
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

夫
呉
文
藻
の
仕
事
の
関
係
で
一
九
四
六
～
一
九
五
一
年
に
か
け
て
五
年
弱

滞
在
す
る
な
ど
、
日
本
と
は
縁
の
あ
る
作
家
と
言
え
る
。
来
日
中
に
は
研

究
者
、
作
家
な
ど
数
多
く
の
日
本
人
と
交
流
し
、
東
京
大
学
な
ど
で
講
義

や
講
演
を
お
こ
な
い
、作
品
を
執
筆
し
て
新
聞
雑
誌
等
に
寄
稿
し
た
た
め
、

日
本
に
残
さ
れ
て
い
る
関
連
資
料
も
比
較
的
多
い
。
近
年
の
研
究
と
し
て

は
萩
野
脩
二
『
謝
冰
心
の
研
究
』（
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
九
年
）、
虞
萍
『
冰

心
研
究
』（
汲
古
書
院
、
二
〇
一
〇
年
）
が
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
一
七
年

に
は
九
州
大
学
図
書
館
で
謝
冰
心
の
詩
集
『
春
水
』
の
手
稿
が
発
見
さ
れ

て
話
題
と
な
り
、
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「『
春
水
』
手
稿
と
日
中
の
文
学

交
流

─
周
作
人
、
謝
冰
心
、
濱
一
衛
」
が
開
催
さ
れ
、
同
名
の
論
文
集

（
花
書
院
、
二
〇
一
九
年
）
も
出
版
さ
れ
た
。
本
書
は
そ
れ
ら
に
続
く
謝

冰
心
研
究
の
成
果
で
あ
る
。

　

本
書
の
特
徴
は
、
中
国
で
も
日
本
で
も
な
く
、
謝
冰
心
と
「
ア
メ
リ
カ
」

に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る
点
に
あ
る
。
謝
冰
心
の
ア
メ
リ
カ
留
学
期
間

は
一
九
二
三
～
一
九
二
六
年
の
わ
ず
か
三
年
間
に
過
ぎ
な
い
が
、
若
く
多

感
な
時
期
に
経
験
し
た
異
国
で
の
日
々
は
、
の
ち
の
執
筆
活
動
の
み
な
ら

ず
、謝
冰
心
の
人
生
そ
の
も
の
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〔
書
評
〕

牧
野
格
子
著

『
謝
冰
心
と
ア
メ
リ
カ
』

宮
本
め
ぐ
み
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本
書
終
章
に
「
本
論
は
、
今
ま
で
中
国
（
大
陸
）
で
も
、
日
本
で
も
本
格

的
に
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
謝
冰
心
の
ア
メ
リ
カ
留
学
時
期
を
中
心
と
し

た
研
究
を
最
初
に
行
っ
た
も
の
」（
二
六
六
頁
）
と
あ
る
よ
う
に
、
著
者

の
牧
野
氏
は
「
謝
冰
心
と
ア
メ
リ
カ
」
研
究
の
パ
イ
オ
ニ
ア
で
あ
る
。
牧

野
氏
は
大
学
院
生
で
あ
っ
た
一
九
九
七
年
か
ら
謝
冰
心
の
ア
メ
リ
カ
留
学

時
期
を
研
究
対
象
に
定
め
、
自
身
も
ま
た
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
現
地
の

大
学
図
書
館
等
に
赴
き
、
様
々
な
資
料
を
発
掘
・
収
集
し
、
論
文
を
執
筆

し
て
こ
ら
れ
た
。
本
書
は
二
十
年
以
上
に
わ
た
る
牧
野
氏
の
研
究
を
ま
と

め
た
も
の
で
、
前
半
は
大
学
院
生
時
代
に
執
筆
し
た
も
の
（
博
士
論
文
の

一
部
に
加
筆
修
正
し
た
も
の
を
含
む
）、
後
半
は
近
年
の
研
究
と
な
っ
て

い
る
。

　

以
下
に
目
次
を
示
す
。

序
論　

新
た
な
謝
冰
心
像
の
た
め
に

第
Ⅰ
部　

新
た
な
謝
冰
心
研
究
の
た
め
の
考
察

　

第
１
章　

ア
メ
リ
カ
留
学
と
そ
の
背
景

　

第
２
章　

謝
冰
心
評
価
の
変
遷

第
Ⅱ
部　

留
学
生
と
し
て
の
謝
冰
心

　

第
１
章　

出
発
前
の
状
況

　

第
２
章　

一
九
二
三
年
中
国
人
ア
メ
リ
カ
留
学
生

　

第
３
章　

留
学
生
と
し
て
の
謝
冰
心

　

第
４
章　

謝
冰
心
と
エ
レ
ン
・
ラ
モ
ッ
ト
『
ペ
キ
ン
・
ダ
ス
ト
』

第
Ⅲ
部　

中
国
近
代
女
性
と
し
て
の
謝
冰
心

　

第
１
章　

ウ
ェ
ル
ズ
リ
ー
大
学
の
中
国
人
留
学
生
と
日
本
人
留
学
生

　

第
２
章　

瀬
尾
す
み
江
か
ら
見
た
謝
冰
心

　

第
３
章　

謝
冰
心
か
ら
見
た
瀬
尾
す
み
江

第
Ⅳ
部　

謝
冰
心
と
ボ
イ
ン
ト
ン

　

第
１
章　

グ
レ
ー
ス
・
ボ
イ
ン
ト
ン
に
つ
い
て

　

第
２
章　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ホ
ー
ト
ン
図
書
館
所
蔵 

ボ
イ
ン
ト
ン
文

書
な
ら
び
に
謝
冰
心
直
筆
の
書
簡
に
つ
い
て

　

第
３
章　

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ラ
ド
ク
リ
フ
研
究
所
シ
ュ
レ
ジ
ン
ジ
ャ
ー

図
書
館
所
蔵 

ボ
イ
ン
ト
ン
日
記

　

第
４
章　

英
訳
本『
春
水
』に
お
け
る
翻
訳
手
法
と
新
解
釈
へ
の
可
能
性

終
章　

新
た
な
謝
冰
心
像
と
は

　

ま
ず
第
Ⅰ
部
で
は
、
謝
冰
心
の
ア
メ
リ
カ
留
学
が
、
当
時
在
学
し
て
い

た
燕
京
大
学
の
英
語
教
師
グ
レ
ー
ス
・
ボ
イ
ン
ト
ン
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ

れ
た
こ
と
、
ボ
イ
ン
ト
ン
が
自
ら
の
母
校
で
あ
る
ウ
ェ
ズ
リ
ー
大
学
へ
の

留
学
を
謝
冰
心
に
勧
め
、
そ
の
留
学
が
奨
学
金
の
給
付
さ
れ
る
好
条
件
の

留
学
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
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つ
づ
く
第
Ⅱ
部
で
は
、
一
九
二
三
年
当
時
上
海
で
発
行
さ
れ
て
い
た
新

聞
『
申
報
』『
時
報
』
の
記
事
か
ら
、
謝
冰
心
を
含
む
中
国
人
留
学
生
た

ち
の
渡
米
前
の
状
況
や
歓
送
会
の
様
子
、
留
学
生
た
ち
の
出
身
校
や
そ
の

専
攻
、
ア
メ
リ
カ
留
学
派
遣
事
業
の
歴
史
な
ど
の
デ
ー
タ
が
示
さ
れ
、
謝

冰
心
の
ア
メ
リ
カ
生
活
の
経
過
及
び
そ
の
比
較
対
象
と
し
て
同
時
期
に
ア

メ
リ
カ
に
留
学
し
て
い
た
呉
文
藻
、
聞
一
多
、
梁
実
秋
の
活
動
な
ど
が
記

さ
れ
て
い
る
。
謝
冰
心
研
究
の
み
な
ら
ず
、
一
九
二
〇
年
代
の
中
国
人
ア

メ
リ
カ
留
学
生
の
研
究
と
し
て
読
む
こ
と
も
で
き
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
Ⅲ
部
で
は
、
ウ
ェ
ル
ズ
リ
ー
大
学
の
ア
ー
カ
イ
ブ
か
ら
発
見
さ
れ
た

写
真
を
基
に
、
謝
冰
心
と
同
時
期
に
同
大
学
に
留
学
し
て
い
た
中
国
人
留

学
生
と
日
本
人
留
学
生
に
関
す
る
調
査
結
果
が
示
さ
れ
る
。
謝
冰
心
と
共

に
写
真
に
写
っ
て
い
る
留
学
生
た
ち
の
氏
名
や
経
歴
が
紹
介
さ
れ
て
お

り
、
一
九
二
〇
年
代
に
ア
メ
リ
カ
留
学
を
経
験
し
た
女
性
た
ち
が
、
帰
国

後
ど
の
よ
う
な
人
生
を
送
っ
た
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
日

本
人
留
学
生
た
ち
が
関
東
大
震
災
か
ら
の
復
興
支
援
の
た
め
に
お
こ
な
っ

た
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
劇
に
謝
冰
心
が
参
加
し
た
時
の
写
真
も
掲
載
さ
れ
て
お

り
、
日
本
人
留
学
生
に
混
ざ
っ
て
劇
用
の
衣
装
を
ま
と
っ
て
い
る
謝
冰
心

の
姿
か
ら
、
日
中
の
留
学
生
た
ち
の
交
流
が
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、
謝
冰
心
と
親
し
く
交
流
し
た
日
本
人
留
学
生
瀬
尾
す
み
江
に
つ

い
て
も
詳
述
さ
れ
て
お
り
、
瀬
尾
の
著
作
に
お
け
る
謝
冰
心
や
中
国
文
化

に
関
す
る
記
述
か
ら
、
二
人
の
間
に
「
一
種
同
盟
感
に
も
似
た
共
鳴
を
見

て
取
る
こ
と
が
で
き
る
」（
一
五
四
頁
）
こ
と
、
謝
冰
心
の
作
品
に
は
瀬

尾
の
名
は
出
て
こ
な
い
も
の
の
、
謝
冰
心
が
戦
後
の
訪
日
時
に
瀬
尾
を
探

す
新
聞
記
事
を
出
し
て
再
会
を
果
た
し
た
こ
と
、
対
談
の
様
子
か
ら
二
人

が
「
深
い
絆
で
つ
な
が
っ
て
い
る
と
い
え
る
」（
一
七
二
頁
）
こ
と
が
指

摘
さ
れ
て
い
る
。

　

第
Ⅳ
部
で
は
、
グ
レ
ー
ス
・
ボ
イ
ン
ト
ン
の
書
簡
・
日
記
に
記
さ
れ
て

い
る
、
謝
冰
心
に
関
す
る
記
述
が
紹
介
さ
れ
る
。
ホ
ー
ト
ン
図
書
館
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
ボ
イ
ン
ト
ン
の
書
簡
（
一
九
二
〇
～
一
九
五
一
年
ま
で
の

も
の
）
は
七
百
十
通
以
上
あ
り
、
こ
の
中
に
謝
冰
心
が
幾
度
と
な
く
登
場

す
る
と
い
う
。
ボ
イ
ン
ト
ン
と
謝
冰
心
は
家
族
ぐ
る
み
で
交
流
し
て
い
た

た
め
、
ボ
イ
ン
ト
ン
が
家
族
に
宛
て
て
書
い
た
書
簡
に
は
謝
冰
心
が
キ
リ

ス
ト
教
の
洗
礼
を
受
け
た
時
の
様
子
な
ど
が
記
さ
れ
て
お
り
、
謝
冰
心
が

ボ
イ
ン
ト
ン
の
両
親
宛
て
に
書
い
た
直
筆
の
英
文
書
簡
も
残
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
ま
た
、
シ
ュ
レ
ジ
ン
ジ
ャ
ー
図
書
館
所
蔵
の
ボ
イ
ン
ト
ン
日

記
（
主
に
一
九
三
八
～
一
九
五
一
年
ま
で
の
も
の
）
に
は
、
日
中
戦
争
勃

発
後
に
雲
南
・
重
慶
へ
移
っ
た
謝
冰
心
を
ボ
イ
ン
ト
ン
が
訪
ね
た
際
の
記

述
が
あ
り
、
戦
時
下
の
困
難
な
状
況
下
に
お
け
る
謝
冰
心
一
家
の
様
子
を

知
る
こ
と
が
で
き
る
。
最
後
に
、
ボ
イ
ン
ト
ン
訳
『
春
水
』
の
紹
介
・
分

析
も
な
さ
れ
て
お
り
、
第
Ⅳ
部
全
体
で
ボ
イ
ン
ト
ン
と
謝
冰
心
の
親
交
の
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深
さ
、
ボ
イ
ン
ト
ン
か
ら
見
た
謝
冰
心
像
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

以
上
、
本
書
の
概
要
を
述
べ
た
が
、
そ
の
内
容
は
多
岐
に
わ
た
っ
て
お

り
、
す
べ
て
を
紹
介
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
評
者
の
関
心
を
引
い
た

部
分
に
重
心
を
置
い
て
お
り
、
網
羅
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
お
断
り

し
て
お
く
。

　

本
書
は
謝
冰
心
と
い
う
作
家
に
つ
い
て
の
研
究
で
あ
る
が
、
作
品
を
論

じ
た
部
分
は
少
な
く
、
謝
冰
心
の
ア
メ
リ
カ
留
学
に
ま
つ
わ
る
様
々
な
背

景
、
関
わ
り
の
あ
っ
た
人
々
に
つ
い
て
の
調
査
や
関
連
資
料
の
提
示
が
主

な
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
牧
野
氏
自
身
が
「
謝
冰
心
の
文
学

そ
の
も
の
に
は
ま
だ
迫
り
切
れ
て
い
な
い
」（
二
七
五
頁
）
と
述
べ
て
い

る
よ
う
に
、
文
学
研
究
と
し
て
は
物
足
り
な
い
感
も
あ
る
。
序
章
に
「
あ

ま
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
彼
女
の
ア
メ
リ
カ
留
学
時
期
及
び
ア
メ
リ

カ
と
の
関
わ
り
に
光
を
当
て
、
新
た
な
謝
冰
心
像
を
探
り
た
い
」（
三
頁
）

と
あ
る
が
、
終
章
に
至
る
ま
で
に
構
築
さ
れ
た
「
新
た
な
謝
冰
心
像
」
も
、

ま
だ
明
確
で
は
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。

　

だ
が
、
本
書
で
示
さ
れ
た
資
料
に
は
、
こ
れ
ま
で
日
中
の
謝
冰
心
研
究

者
に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
、
事
実
上
新
発
見
の
も
の
が
多
く
あ
る
。
こ

れ
ら
は
牧
野
氏
が
発
掘
し
な
け
れ
ば
今
で
も
我
々
の
目
に
触
れ
る
こ
と
は

な
く
、
眠
っ
た
ま
ま
と
な
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
、
大
変
貴
重
な
資
料
で
あ

る
。
所
在
の
わ
か
っ
て
い
る
資
料
を
閲
覧
す
る
の
は
簡
単
だ
が
、
所
在
不

明
の
資
料
を
探
し
出
す
の
は
難
し
く
、
存
在
す
る
の
か
否
か
も
わ
か
ら
ぬ

資
料
を
手
に
入
れ
る
の
は
さ
ら
に
難
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
牧
野
氏
の
研
究
は

中
国
の
研
究
者
た
ち
に
も
高
く
評
価
さ
れ
て
い
る
。
今
後
の
研
究
の
進
展

に
期
待
し
た
い
。

　
（
Ａ
５
判
、
三
二
〇
頁
、
晃
洋
書
房
、
二
〇
二
一
年
三
月
発
行
、
定
価

七
〇
〇
〇
円
＋
税
）


